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投資環境の見通し（2026年5月）

国内株式

国内金利

米ドル/円

出所：QUICKのデータをもとに中銀アセットマネジメント作成

もみ合い

※ 上記矢印は相場の方向性を示しています。

1か月の予想レンジ 日経平均株価：55,000円～65,000円

1か月の予想レンジ 日本10年国債利回り：2.2％～2.7%

1か月の予想レンジ 米ドル/円：150円～160円

ややドル安

もみ合い

株価上昇要因

中東紛争の早期終結
堅調な企業業績

株価下落要因

中東紛争の長期化
企業業績の悪化

金利上昇要因
（債券価格低下要因）

国内インフレ圧力の高まり
日銀の追加利上げ

金利低下要因
（債券価格上昇要因）

世界経済の減速
日本経済の減速

米ドル上昇要因
（円安要因）

米景気好調維持
原油高止まり・貿易収支悪化

米ドル下落要因
（円高要因）

日銀の追加利上げ
中東紛争の早期終結

国内長期金利は、インフレ懸念の高まりによる日銀の利上げ観測が引き続き金利上昇圧力として働くものの、
中東紛争の長期化による景気の先行き懸念が債券市場への資金流入を促すとみられます。中東情勢の行方や
日銀の金融政策運営にかかる動向をにらみながら2％台半ばを中心にもみ合う展開が予想されます。

政府・日銀は約1年9ヵ月ぶりとなる為替介入（円買い・ドル売り）に踏み切りました。その後も財務省高官
から市場を牽制する発言が続くなど、追加介入への警戒感が根強いことから、当面はドル円の上値は重く、
緩やかなドル安・円高基調で推移する展開が予想されます。

国内株式市場は、中東情勢の先行き不透明感が依然として強いなか、企業決算や業績見通しの発表が本格化
することから、コスト上昇やサプライチェーン停滞などの企業業績の先行き警戒感が強まる場面では、上値
の重い展開となると思われます。一方で、中東での紛争が早期収拾に向かう場合には、上昇する展開が予想
されます。

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

(%) 10年国債利回り

35,000

45,000

55,000

65,000

(円) 日経平均株価

140

145

150

155

160

165

(米ドル/円) 米ドル/円 相場


	スライド 1

